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Abstract
Vヽe have analysised the rnechanical property―rigidity―of 4 type f“SASLTG〔」] ′ヽII"(Japanese岬も埓♂を紹鳥蛾釜乱呂翼留騨試尋F温:哲i逮尾与二す雛還寵im
② Thetype Of“SASUGUMI"with collar(△)is very erective againso vertical load































方には数通 りのバ リユーシヨンが見られた り,
建て替え,改築のときに屋根の構造にだlす手を
加えられることがあるなど,間取 りとの関連だ
けで扱首組の特徴,変容を説粥出来ない場合が
多く存在する。これらは,択首組は屋根の構造
体であるため,間取 りの他にその地域の気象条
件,地震災害体験などの自然条件に強く規定さ
れていることを伺わせるものである。地震によ
り叔首組が破損したり,積雪によって屋根が傷
むことがしばしば起こっているが, このような
場合,特に叔首組の修繕,あるいは更新時には,
以前のものに比べて,“より丈夫な",“より強い"
ものを作ろうという,叔首組に対してなんらか
の構造的な酉己慮が強くl動くことは想像に難 くな
いところである。多雪地域,大地震にしばしば
見舞われた地域では,その厳しい荷重条件のた
めに,被災を大きな契機にして摂首組の形が変
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